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アンケートの内容や実
施方法に対する意見

労働基準法第８９・９０・９２条より、常時１０人以上の労働者を使用している事業場は就業規則および附属規程を所轄労働基準監督
署に届け出の義務がある。法定通りの手続きが行われていることを確認した。また、労働条件通知書（雇用契約書）は有期契約労
働者の契約期間が上限３年のところ、具体的な年数を記載していなかったことを指摘した。指摘事項については目途を決めて労働
条件通知書（雇用契約書）の再作成を促した。全体的にはおおむね良好と思われる。

定期健康診断報告控（健康診断個人票）を確認した。適正に定期健康診断を受診させ、その記録は労務担当者以外目に触れない
状況で管理している。良好である。

労働時間管理

回答者数

＜事例１　アロマプラネタリウム・ヒーリングナイト＞
R2：48人（88.9％）　　　R3：122人（96.1％）　　R4：147人（97.4％）
＜事例２　科学館ナイトツアー＞
R2：115人（98.3％）　　R3：223人（94.5％）　　R4：230人（96.6％）

※　「とても良い」「良い」を選択した人の割合

結果
※肯定的評価者

全般

アンケートに記載された内容によってイベントの実施内容を見直したり、運営上問題がある案件が見つかっ
た場合は即時対応したりする等、アンケート内容や実施について適切に行われている。

項目

所在地

電話

昭和56年 11月 1日 

評価担当課（施設所管課）

新潟市中央区女池南３－１－１

025-283-3331

http://www.sciencemuseum.jp/

指定管理者管理施設の中間評価結果について【対象年度：令和２年度～令和４年度】

指 定 管 理 者

指 定 期 間

観光文化スポーツ部 文化課

令和２年４月１日　～　令和９年３月31日　（７年間）

新潟県の立県100年を記念して、県民の自然科学に関する教養を高め、県民文化の向上に寄与するため。
＜実施する主な事業＞
・自然科学の分野に属する資料の展示、説明、助言及び指導
・資料に関する講演会、講習会等を主催し、及びその開催の援助
・プラネタリウムの投影及び天体観測の指導　など

設 置 年 月

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL

新潟県立自然科学館施 設 名

実施方法 イベント参加者へのアンケート

設 置 目 的
（ 主 な 利 用 形 態 ・ サ ー ビ ス 内 容 等 ）

項目

労働条件

賃金等

安全衛生関係

玉木尚子社労士事務所

新潟市立桜が丘小学校

場所

点検結果、意見

三条市立科学教育センター

開催年月日

株式会社シアンス

中間評価

サイエンス・フューチャーグループ

科学教育センター長

桐生　徹

中村　一彦

吉村　利明

令和6年2月15日 新潟県立自然科学館

内容

石田　直樹 税理士法人 石田経理事務所

上越教育大学　大学院学校教育研究科

役職

校長

野口　一則代表取締役社長

公認会計士

教授

社会保険労務士 玉木　尚子

出勤簿により、労働者と使用者が現認の上、適正に労働時間を把握し、時間外・休日労働の申請から承認フローを確認した。時間
外・休日労働の割増賃金の支払い義務のない管理監督者は、労働安全衛生法により、月80時間超の時間外・休日労働を行い、疲
労の蓄積が認められる者は申出の上医師の面接指導を受診する必要があるため、適正な労働時間管理が必要であることを指摘し
た。概ね良好であるが、指摘事項は目途を決めて改善を促した。

賃金規程を確認した。概ね良好であるが、一部未提出の部分については目途を決めて提出を促した。

（五十音順）

県のモニタリング方法及び評価結果については、評価項目は適切に設定され、実施方法につ
いても問題はなく、概ね良好に行われている。

意見

＜事例１　アロマプラネタリウム・ヒーリングナイト＞
R2：54人　R3：127人　R4：151人
＜事例２　科学館ナイトツアー＞
R2：117人　R3：236人　R4：238人

氏名 所属等

中間評価シート



区分
委員会
評価

Ⅰ 事業 A

Ⅱ 施設管理 A

Ⅲ 財務 A

Ⅳ 管理体制 A

Ⅴ A

A

（総合評価基準）

10　改善に向けた意見・提案

（参考）県の評価状況

R２
年度

R３
年度

R４
年度

Ⅰ 事業 A A A

Ⅱ 施設管理 A A A

Ⅲ 財務 A A S

Ⅳ 管理体制 A A A

Ⅴ A A A

（評価基準）

衛生的な状態が保持されており、適切に実施されている。

新型コロナ禍ではあったが、様々な年齢層が楽しめるイベントの実施や自主事
業の取組、関係団体との連携により、多くの人が参加できるようになっており、安
定的な運営が行われている。令和４年の収支内容の改善が目覚ましい。

職員は計画どおりに配置され、責任体制も明確になっている。現地調査より、適
切な労務管理改善について各事業所が目指していることを確認した。

正確に報告されており、適切に行われている。

委員会評価の理由

新型コロナウイルスの影響もあったが、R2年度は運営努力により
年間収支は黒字となり、R3年度は前年度よりも入館者数・利用料
金収入を大きく伸ばし、R４年度には特別展に多くの来館者が訪
れ、利用料金収入が前年度比131.7％となった。

判定基準

全ての項目の評価点数の平均が1.5以上2.5未満

評価項目

全ての項目の評価点数の平均が0.5未満

安定的な運営が行われているか

新型コロナウイルスの影響により臨時休館となった時期もあった
が、来館者の安全安心を第一に考え、魅力的な特別展や多様な
体験イベントの企画・実施を継続しており、指定管理者のノウハウ
を活かした運営がされている。また、独自の減免制度の整備等に
より、幅広い年齢層の来館を促す取組を実施している。

施設・設備の老朽化が進行する中、適切な保守・修繕を行い、来
館者の安全を確保している。

Ｂ 全ての項目の評価点数の平均が0.5以上1.5未満

定例（月例・年間）の報告について、正確に
行われているか

Ａ

区分

C　（水準を下回る） 各項目の評価点数の平均が0.5未満

評　定 判定基準

各項目の評価点数の平均が2.5以上S  （水準を上回る）

A　（水準を達成） 各項目の評価点数の平均が1.5以上2.5未満

B　（水準をやや下回る） 各項目の評価点数の平均が0.5以上1.5未満

定例の報告について、正確に行われている。

施設、設備及び備品の維持管理・
修繕が適切に行われているか

定例（月例・年間）の報告について、正確に
行われているか

グループ内３社や業務委託先の常駐社員などが互いに連携して、
新型コロナウイルス感染防止対策を適切に実施しながら、適正な
管理運営とサービス向上に努めている。

　全ての区分において「Ａ」評価となったことから、総合評価についても「Ａ」とする。

評価
県評価の理由

適切な管理と安全を確保できる組
織・体制となっているか

利用促進やサービス向上のため
の取組が行われているか

・老朽化が進む展示物を撤去し、時代を担う世代のためになる展示物を導入してほしい。
・展示物案内ができる職員が常駐できると、展示物の価値が分かってよいと思う。
・SNSを活用した広報活動を積極的に行うと、より多くの集客につながると思う。
・校外学習に来た子どもたちがタブレットを活用しながら学習できる仕組みがあるとよい。
・イベントの募集人数が少ないものについて、増やせる工夫があるとよい。
・綺麗や可愛いといった魅力が施設内にあると、若い世代が注目し来館すると思う。
・子どもたちの成長を意識した実験・工作を設定し実施していくことにより、リピーターを生み出すきっかけになると思う。
・プラネタリウムを引き続き有効活用した運営をしてほしい。

適切な管理と安全を確保できる組
織・体制となっているか

総合評価

Ｃ

全ての項目の評価点数の平均が2.5以上

評定

Ｓ

安定的な運営が行われているか

利用促進やサービス向上のため
の取組が行われているか

評価項目

新型コロナウイルスの影響を受けながらも、入館者数は年々上昇してきている。
また、平日限定サービスを導入して、多様な年齢層に利用促進・サービス向上
の取組を実施している。

施設、設備及び備品の維持管理・
修繕が適切に行われているか


